実習課題39

～グラフィックソフトの作成～

年
組
番
氏名




目標：（この課題でできるようにしたい情報機器の操作目標を書きなさい。）
	BASIC言語というプログラム言語では、line、circleといったコマンドを使って線や丸をコンピュータに表示させていた。どのようにして両端の座標から線を描いていたのかそのアルゴリズムを考えてみよう。

また、BASIC言語では、線の両端の座標を指示し、線を描いていた。Excelのセルのサイズを小さくし、画面をドットの代わりにして、線や四角を表示させるBASIC言語を用いたマクロ（簡単なプログラム）を作成し、アルゴリズムについて理解しよう。


※用意した作業ファイル内のマクロは「プログラム１」がline、circleといったコマンド入力、「部品」がコマンド実行を想定し作られています。「部品」のサブプロシージャ「線」、「楕円」は、プロシージャSub 点(x1,y1,c)を繰り返し呼び出すことにより楕円や線を描いています。
はじめに
1. 作業用ファイルにある作画シートの左上、１６０列×１００行のセル（この部分を作画ウィンドウと呼ぶこととします）に図形を描いてみよう。横軸をｘ軸、縦軸をy軸とし、ｘ座標は左から１～１６０、ｙ座標は上から１～１００とします。
作業用ファイル
art_seito.xls
2. セルに連続して色付けをすれば絵がかけます。セルに色をつけてみよう。

1 Excelでセルに色付けするのはセルの書式設定で行うが、ここでは自動的に色付けができるように、VBAのコマンドを利用する。

2 ”Cells(1,1).interior.ColorIndex=3”というコマンドがＡ１のセルを赤く着色する。

3 では、試してみよう。

· 作画のシートタブをクリック。

· ［ツール］→［マクロ］→［マクロ］で「プログラム１」を選択

· 編集ボタンをクリック。

· Subプログラム１()の行の後に、

Cells(1,1).interior.ColorIndex=3
を記述する。

· プログラム１を実行。
4 （1,1)の数字を変更するとどうなるか試してみよう。何か、気づいたことはないか。
5 ＝の後の数字も変更してみよう。

3. 作画ウィンドウに点を描くプログラムを作成する。

1 ”プログラム１”で座標と色を指定し、て指定したセル（点）に色付けができるように、”部品”というマクロ（BASICの本体部分に相当）を作成する。
· ［ツール］→［マクロ］→［マクロ］で「部品」を選択。
· 編集ボタンをクリック。
· ”部品”の中に書かれたSub 点(x1,y1,c)というサブプロシージャを探す。
· ”'ここから下にプログラムを記入”という行の後に、
Cells(y1,x1).Interior.ColorIndex=c
と入力する。

2 次に再び
· ［ツール］→［マクロ］→［マクロ］で「プログラム１」を選択
· 'ここから下にプログラムを記入”という行の後に、
call 点（1,10,3）
と入力し実行。

3 （1,10,3)の部分を変更して実行してみなさい。作画ウィンドウはどのようになったか。
4 call 点(1,10,3)は何を意味するか考えよう。
実習方法
1. 開始点座標（x1,y1)、終了点座標（x2,y2)、色ｃを引数にして横線を描くプログラムを作成する。
点が連続すれば、線ができる。プログラムはマクロ「部品」のサブプロシージャSub 横線(x1,y1,x2,y2,c)の下に作成すること。プログラムが完成したら、「プログラム１」に、
call 横線（10,20,30,20,3)

と書き、横線が引けるか試しなさい。
call 横線（50,20,30,20,3)

と書いた場合や、
call 横線（30,20,30,20,3)

と書いた場合にもプログラムが動作することを確認する。次に、これと同様にして縦線を引くプログラムも作る。

· ヒント
サブプロシージャ点(x1,y1,c)を呼び出して利用しよう。
2. １の課題について、どのように作成したか班代表を選び発表する。うまく作成できなかった人はこれを参考にしてプログラムを直し、次の作業に入る。

※

プログラムは、インデント処理や改行を行い、後で自分が見直した時や他人が見ても理解しやすいようにしておくこと。

3. 縦線と横線を描くことができれば、四角形も書ける。四角形の対角の点を指定して、四角形が描けるプログラムを”部品”に作成する。
ヒント
１．Sub 四角(x1,y1,x2,y2,c)で始まるプログラム
２．横線（x1,y1,c)、縦線(x1,y1,c)を呼び出して利用する。
プログラムが完成したら、「プログラム１」にcall 四角(x1,y1,x2,y2,c)と書き、各引数に適当な数字を入れて、四角が描けるか試してみよう。

4. 応用課題
次の４つの課題から一つ選び、提出フォルダに保存しなさい。

1 斜め線を描くプログラム
2 円（楕円）を描くプログラム
3 生徒用ファイルのマクロの中にある斜め線、楕円のプログラムの改良
4 横線、縦線、四角を組み合わせて、模様を描くプログラムの作成

作品例
art.xls
提出物

～班で次の制作物を提出すること～
横線、縦線、斜線を描くプログラムを作成した表計算ワークシートファイル
報告書

～各自で次の項目について報告書を提出すること～
1. はじめにの２－④で気づいたことを書きなさい。

	


2. はじめにの３－④、call 点(1,10,3)は何を意味するか書きなさい。
	


3. 横線を引くプログラムのアルゴリズムを流れ図で示しなさい。
	


4. 四角形を書くプログラムのアルゴリズムを流れ図で示しなさい。また、斜線の傾きが急になったときに、線がとぎれないようにするために工夫した点を説明しなさい。
	


5. 作成したプログラムはうまく動作しましたか。うまく動作しない場合はどこを調べるとよいか、気づいたことを書きなさい。

	


6. 次の言葉について調べなさい。
エイリアス、アンチエイリアス
	


確認テスト
問題

次の文を読んで以下の問いに答えよ。

コンピュータの画面上で見える文字や線は、〔画素〕とよばれるひとつひとつのマス目に色をつけて出来上がっています。ちょうど、方眼紙の四角いマスに色を塗って線や文字を書いているのと同じです。
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上のＡとＢの図を見比べてください。Ａの方は線が斜めになっているところに、ギザギザが目立ちます。斜めの部分がギザギザにみえる現象を〔エイリアス〕といいます。
しかし、Ｂの方はスムーズに見えます。画素の大きさはＡもＢも同じですので、Ｂの方もギザギザが目立ってもよさそうです。このとき、ギザギザを目立たなくする工夫がしてあり、これを〔アンチエイリアス〕といいます。

(1) （１）〔
〕内に適する語句を入れなさい。

(2) なぜギザギザが発生するのかそのしくみを簡単に述べなさい。

〔斜めの線や曲線ではドットの境界が見えてしまいガクガクした印象になる〕

(3) ギザギザを目立たなくするためのしくみを簡単に述べなさい。

〔境界にの線と背景の中間色を使うことで境界部分のギザギザを目立たなくする〕

(4) ギザギザを目立たなくする処理をわざと行わない場合もある。どのような場合か具体的な例をあげよ。〔シャープな絵にしたい場合や後で合成処理を行う場合〕

問題

下記にあげたのは、実習で作成された線を描くためのVBAである。以下の問いに答えよ。

	マクロ「部品」のサブプロシージャ横線の例
	マクロ「プログラム１」の例

	Sub 横線(x1, y1, x2, y2, c)

    If x1 = x2 Then

①      Call 点(x1, y1, c)

        Exit Sub

    End If

    If x1 < x2 Then

        d = 1

②  ElseIf x1 > x2 Then

        d = -1

    End If

    For i = x1 To x2 Step d

③      Call 点(i, y1, c)

    Next

End Sub
	Sub プログラム1()

Sheets("作品例").Select

For i = 1 To 24
Call 四角(1 + i, 1 + i, 50 - i, 50 - i, ((i - 1) Mod 8) + 1)
Next

For i = 0 To 44: Call 楕円(10 + i, 10 + i, 100 - i, 100 - i, 6): Next

For i = 0 To 20: Call 楕円(100 - i, 2, 130, 100, 5): Next

Call 線(120, 1, 70, 90, 8): Call 線(70, 90, 159, 40, 8)

Call 線(159, 40, 60, 40, 8): Call 線(60, 40, 150, 90, 8)

Call 線(150, 90, 120, 1, 8)

End Sub



(1) ①の部分は何を行っているか説明しなさい。

〔開始ｘ座標と終了ｘ座標が同じ場合を想定し、点を打って終了させている〕

(2) ②の部分は何を行っているか説明しなさい。

〔開始ｙ座標と終了ｙ座標を比較し、終了座標が開始座標より右にあるか、左にあるかを判断している〕

(3) ③の部分は何を行っているか説明しなさい。〔横線を描いている〕

(4) 「プログラム１」は他人にとって見やすいプログラムとはいえない。見やすいプロ

グラムを作成するには何に気をつければよいか述べよ。

〔字下げを行う、コマンドごとに改行する。適当な位置に空白行を挿入する〕

(5) 「プログラム１」を見やすく直しなさい。

	Sub プログラム1()

    Sheets("作品例").Select

    For i = 1 To 24

        Call 四角(1 + i, 1 + i, 50 - i, 50 - i, ((i - 1) Mod 8) + 1)

    Next

    For i = 0 To 44

        Call 楕円(10 + i, 10 + i, 100 - i, 100 - i, 6)

    Next

    For i = 0 To 20

        Call 楕円(100 - i, 2, 130, 100, 5)

    Next
    Call 線(120, 1, 70, 90, 8)

    Call 線(70, 90, 159, 40, 8)

    Call 線(159, 40, 60, 40, 8)

    Call 線(60, 40, 150, 90, 8)

    Call 線(150, 90, 120, 1, 8)

End Sub



自己評価シート
あてはまるものにチェックを入れなさい。（自分が何について理解し、できるようになったかを振り返るものです。正直に答えること）
	”Cells(1,1).interior.ColorIndex=3”について理解できた。
	

	マクロを使い、指定されたセルに指定された色をつけることができた。
	

	Sub 点(x1,y1,c)は何を意味しているか説明できた。
	

	call 点（1,10,3）は何を意味するか説明できた。
	

	マクロ「部品」の役割を説明できた。
	

	マクロ「プログラム１」の役割を説明できた。
	

	線を描くプログラムがうまく作成できなかったので、友人のファイルをコピーした。
	

	線を描くプログラムを作成するのに友人の助けを借りた。
	

	線を描くプログラムを自分の力だけで完成できた。
	

	線を描くプログラム作成にあたり、友人にアドバイスすることができた。
	

	作成した線を描くプログラムの動作テストを、数値を変えて行った。
	

	四角形を作成するプログラムを作成できなかったので、友人のファイルをコピーした。
	

	四角形を作成するプログラムを人の助けを借り、作成できた。
	

	四角形を作成するプログラムを自分の力だけで作成できた。
	

	四角形のプログラムを作成する時、人にアドバイスをすることができた。
	

	四角形を作成するプログラムの動作テストを、数値を変えて行った。
	

	応用課題ついて、アルゴリズムを考えてみた。
	

	応用課題について、改良するためのプログラムを作成した。
	

	エイリアス、アンチエイリアスについて調べた。
	


評価
	評価の観点
	評価規準
	評価の方法
	得点

	関心･意欲･態度
	配布されたファイルを開き、課題のシートを選択し、ねらい・課題の欄を読むことができる。
	観察から
	

	
	作成したプログラムがうまく動作するか、繰り返し数値を入れ替えて確認している。
	自己評価から
	

	思考･判断
	作成したプログラムの動作テストを簡単に行うには、どのような数値が適当か考えることができる。
	観察から
	

	
	プログラムがねらいどおりに動作しない場合、どこを確認すればよいか判断することができる。
	報告書から
	

	技能･表現
	作成されたプログラムは、インデント処理をするなど、他者から見やすい工夫がされている。
	作品から
	

	
	エイリアスが生じるしくみについて理解し、これを避けるために何を行えばよいか説明できる。
	確認テストから
	

	知識･理解
	説明をみて、画面上に点を描くプログラム「部品」と、そのコマンドを呼び出すプログラム１の２つを作成することを理解している。
	報告書から
	

	
	VBAによってセルに色をつける方法を通し、グラッフィクソフトがどのように描画を行っているか理解できる。
	報告書から
	


